
（公財）　京都市環境保全活動推進協会

脱炭素ライフスタイルの実現に向けての
多面的アプローチ

 京都府京都市活動地域

アンケート調査回答数1,000 人 

WEBサイトの
月平均閲覧数 5,600 件

今年度計画の達成度 80 ％

全体計画の達成度 30 ％
活動内容と成果
● 専門家による検討会を3回開催し、市民が効果を実感
できるような情報提供の内容や手法について検討し
た
● 学生を対象としたワークショップを2回開催し、脱炭
素ライフスタイルに取り組む上での障壁や、今後実
践したい活動について検討した
● 京都市民1,000人を対象としたアンケート調査を実施
した結果、脱炭素ライフスタイルに関心がある割合
は58.3％であり、実践している割合は23％であった
● 脱炭素ライフスタイルの発信者研修を実施し、研修
の成果物を当協会のInstagramで9件発信した

課　題
全国で脱炭素ライフスタイルに関する取組みを実践す
る割合は2割以下であり、京都市で環境活動に関する情
報が十分に得られていないと感じている人の割合は約7
割である。

目　標
京都市と協働で進めている2050京創ミーティングとの
連携により、京都市で脱炭素ライフスタイルの実践が
広がることで、人々が幸せで持続可能な地域になるこ
とを示す。
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脱炭素ライフスタイルの見える化検討会脱炭素ライフスタイルの見える化検討会

脱炭素ライフスタイル発信者研修脱炭素ライフスタイル発信者研修

● 学生ワークショップを踏まえ、学生が農業研修を受けた上でマルシェで代理販売を担うプログラムを実
施する
● 広報検討会を踏まえ、市民や事業者からの発信も含めた相互交流が図れるような広報ツールを実装する

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
計画時に外部に依頼する予定であっ
た業務を依頼できなかったことによ
り業務量が増加したが、運営体制を
振り返る余裕がなかった。

■工夫した点
専門家による検討会にてアンケート
調査について相談する等、調査後の
活用方法も踏まえて慎重にアンケー
ト項目を設計した。

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成
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